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高返自動車口道11用 に係る取根いについて

ヽ
　
、

日頃から 県費負担教職員の結与事務についてご協力いただきありがとうビざいます.

さて 高速自動車口道 (以下 「高速道路Jと いう )利用に係る届出等につきまして 学校か

ら問い合わせもいただいていることから 下証のとおり整理し 取扱 うこととしました

つきましては 貴管内学校に周知いただくとともに 適正な取,いがされるようご指導をお願

tヽ しまう

また 今後とも給与事務が道正に執行されますよう 引き続きご指導をお願いします

記

1 高速道路■∫月にlrる II.別料金加事の認定について

支給要件「高速道路を利用 しない場合の通動時間が 80分以上1を理由に届出された通動

■当の認定について

(1)通勤時間が在荷と,,80分 ll上の場合は 往復とも認定

(2)通勤時間が片道のみ 80分以上の場合は 片道のみ認定.

※ 通動時間が往復とも80分以上の場合であっても片道利用の場合は 片遺認定となる

2 高速道路利用に係る通勤届について

(1)運動届への記載

別添
'使

用草種変更時等の記載例Jを参考に必要事項を記哉すること

姉 考欄に別紙 呻 種区分表Jに よる使用車種を記載すること )

(2)添付書類

文給要■「高速道路を利用しない場合の通勤時間が 80分以上Jを理由に届出る場合は

別紙「様式 1高速自動車国道を利用 しない場合の通動時間測定表J に記載し 添付する

こと.

3 事後櫨認について

議 長は 高速道路利用に係る争が l全加算の認定を受けているIIn員 について支給要■を消

たしているかどうかを 領l・ 言 ′ヽイウェイカー ド等の提示を求める等の方法により随峙確認

すること

また 公共交通機関利用者につtて も 定期■ 回数■等の提示を求める等の方
=に

より随

時に諄すること

4 道月日

上記 1及び 2■つぃては 平成 16■ 7月 1日 から適用する.

●



第 1号様式 (第 3条閉●|)

通 勤

特別急行列車 高速自動車国道等利用者の特=雌
列車 富遠自動車口道岬を利用しな,場合の通動の経庵及び方法事

順路
●動方法

の別
区 閲 暉 腱 所要時間

"
著

1 自動撃 住 居 力ら (   運画)学 核 まで 4(  0 出 BO分

2 から (  経由)   まで b 分

0 から (   経由)    まで 轟 分

`
から (   種西)    まで 出 分

がら (   量由)    まで b 分

記入上の注意

`通
動方法の別,輌には 通勤の順路に従い 徒歩 B動車 パス 鉄遭諄鰯 Iを 記入する

総通働距饉 144 0臓
衛チ要時間 |  ,0 分

麺嬌奎路の椒コ (躾線で饉路を示す )

3●通 , R,'

くIle月 車種変更時等の記雄例>

―
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… …ニユ エ&蜘 ,たに壁ま●1凛

届

― ― ―― ― (青線,

壇 持,急行列車 高速自動軍国道う利用者については特,急行列車 高速 J動コヨ遭

"を
着用しない颯合の適動部 を卜せて

=こ
の綸●記入すること

任命権者

高知県教育委員会    篠

勲務公を ○○学校

所 在 地 高岡稚 川町OOO

…

Ⅲ理堅9。一〇    1職員番号 。。。PoPI■ ■[OO CC  __p
通勤手当に関する規則第 3楽の規定に熙づき通渤の実情を局け出it

t喪失の場合 ,「通渤糧路及び方法等J以下の記織は不要 )
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vu断 ぁ顧ゴぁ区闘と同―の区簡がある
(腋 当する区冊に係る順路編の口にレ]を付ける ,

事実発生年月日 10年  , ■  1 ■

偏出年月日 16年  , 月 1 ,
受理年月日 年 視 1

し 0 て″朦  ヽ                    ,

□支総壺件の棗失 (上 記のうち嫉当するものの口にレ印を付け

る )
通妨瑾鶴及6方法写

※ 別紙 輛 区分表によう使用章種を記載すること

ヽ
順路 通口方法

の,
ビ 閲 距  饉 所要時 ll

乗車募等の

種類 曇堰男ペ 編 考

,じ 自動車 住 な から (   経歯1薦目 Ioま で 7 0巨 1,分 円
●

2コ 薔目 10か ら (   経由,伊野 ,oまで 1,  OL ,0分 円
=通

阜

`g
伊野 10か ら (   経由)学校  まで ,0 0扇 06分 円

40 から (   経由)    まで 姉 分 円

6ロ から (   樫壼)    まで 満 分 円

:入ili:義8裂」F娠 き|ピ理協輩鷺も饉I,す省,見勢;占釜拿

“

雰齢讐1賀享看lす
る
  に鼻常讐呂:IJIぎζ考≒

3  r左欄の乗車場等の額J襦には 定朔券 (O衝月)の価額 11枚つづ ,回数券の額等彙車券に

応する額を掟入する

1 往麗と帰嬌が異なる場合に  1澪考J襴にその旨と撃西を記入する
0 通動の実情の一部に変更がある場合は 壼更内容に関係のない事項の●人を省略することができる
0 通勤方法が′ヽ の場合は  「

備考J欄に く́́ 会ll名 を記入する
7 -霰道路を利用する区閲と高速官動車国道を利用する区間を区分 して配入する その場合における「区関J襴に , イン

ターチェンジの名綜を記入する

爛動手当の集晏第 3項の規定の適用を受ける職員 (※ 特別急行列襲 利用者は記入すること '

県直OC構



重 J目 _[‐ J計

車種区分 自 動 車 の 種 類

軽自動車等
軽自動車

二輸自動車 (側車付きを含む)

普 通 車

小型 自動車 (二輪 自動車及び側草付き二輪自動車を除く)

普通栞用自動車

トレーラ (けル引軽自動車と被けん引自動車 (1車軸)と の連

結車両)

中 型 車

普通貨物自動車 (車両総重量8t未満かつ最大積載量 5t未満

で3車軸以下のもの及び被けん,自 動車を連結していないセミ

トレーラ用 トラクターで2車軸のもの)

マイクロバス (乗月定員 11人以上 29人以下で車両総重量8t
未満のもの)

トレーラ (けん,軽 自動車と被けん引自動車 (2車軸以上)と
の連結車pl及びけん引普通草と被けん引自動車 (1車軸)と の

連結車両)



/ (様式 1)

高速自動車国道を利用しない場合の通勤時間測定表

高tt自 動車国道を利用しない場合の通勁時間について 実際に測定した内容 に 復各 2回測定)

は 下記のとおりです

※ 注意事項

測定は 雨天峙等 通常と奥なる交通量が考えられる日を避けること.

/

記

〈往路)

測定年月日 曜 日 測定距離 測定時間 出発時刻 到着時刻 天候

平 成  年  月  日 kロ 分 時  分 時  分

平成  年  月  日 b 分 時  分 時  分

〈復路〉

測定年月日 曜 日 測定距離 測定時間 出発時刻 到着時刻 天候

平 成  年  月  日 嵐 分 時  分 時  分

平 成  年  月  日 b 分 時  分 時  分


